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◆　
応
募
要
件

①
子
育
て
支
援
活
動
実
施
者
か
、
地
域
で
の
子
育
て
支
援
活
動
が
で
き
る
方

② 
子
育
て
経
験
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
経
験
が
あ
る
方

③
左
記
の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
方

◆　
募
集
期
間

８
月
３
日（
月
）〜
８
月　

日（
金
）
土
、
日
は
除
く　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

１４

◆　
申
込
先

子
育
て
応
援
課
窓
口
に
て
直
接
申
し
込
み
（
申
し
込
み
用
紙
有
）

��,-./.0�1)����.'2)�%�*3)��
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具
体
的
に
は
、
左
記
の
年
齢

の
方
々
を
対
象
に
、「
婦
人
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
と

「
が
ん
検
診
手
帳
」を
配
布
す
る

こ
と
に
よ
り
、
対
象
の
み
な
さ

ま
に
無
料
で
婦
人
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

対
象
の
方
で
、
既
に
市
の
実

施
す
る
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」

あ
る
い
は
「
乳
が
ん
検
診
」
を

受
診
さ
れ
た
み
な
さ
ま
は
、
後

日
、
自
己
負
担
金
を
お
返
し
す

る
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
受
診
さ
れ
た
が
ん
検
診
の

領
収
書
を
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

今
年
度
、
こ
れ
か
ら
受
診
さ

れ
る
左
記
生
年
月
日
に
該
当
す

る
み
な
さ
ま
は
、
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
間
は

　

月　

日
ま
で
で
す
。

12

31

　

ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
に
は
、

受
診
対
象
と
な
る
方
の
お
名
前

が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
人
へ
の
譲
渡
や
売
買
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」、「
乳

が
ん
検
診
」
は
、
早
期
発
見
す

れ
ば
完
治
す
る
可
能
性
の
高
い

「
が
ん
」
で
す
が
、
現
在
、
受
診

率
は　

％
前
後
に
と
ど
ま
っ
て

２０

い
ま
す
。

　
「
が
ん
」
は
、
早
期
発
見
が
大

切
で
す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に

市
の
実
施
す
る
「
が
ん
検
診
」

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
健
康
増
進
グ
ル
ー

プが
ん
検
診
班 

�
8
6
2
―
9
0
1
6

厚
生
労
働
省
は
、
が
ん
検
診
受
診
率
を　

％
ま
で
引

５０

き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成　

年
度
国
補
正
予
算
で
、

２１

女
性
特
有
の
が
ん
対
策
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＜無料クーポン券の対象となる方＞
○子宮頸がん検診

生　年　月　日

昭和63年(1988) 年4月2日～平成元年(1989) 年4月1日

昭和58年(1983) 年4月2日～昭和59年(1984) 年4月1日

昭和53年(1978) 年4月2日～昭和54年(1979) 年4月1日

昭和48年(1973) 年4月2日～昭和49年(1974) 年4月1日

昭和43年(1968) 年4月2日～昭和44年(1969) 年4月1日

○乳がん検診
生　年　月　日

昭和43年(1968) 年4月2日～昭和44年(1969) 年4月1日

昭和38年(1963) 年4月2日～昭和39年(1964) 年4月1日

昭和33年(1958) 年4月2日～昭和34年(1959) 年4月1日

昭和28年(1953) 年4月2日～昭和29年(1954) 年4月1日

昭和23年(1948) 年4月2日～昭和24年(1949) 年4月1日

◎対象者には、健康推進課から個人あて通知しますので、同封文書の内容をよくお読み下さい。
◎受診の際には同封のクーポン券と保険証が必要です。

○国民健康保険限度額適用認定証等の更新手続きについて
毎年8月に限度額適用認定証等の更新手続きが必要です。
� ��������������������������������������������

　現在お持ちの「国民健康保険限度額適用認定証等（※）」は自己負担限度額の決定のため毎年所得判定が
必要となりますので、７月末日の有効期限が設定されています。
　このため毎年８月に限度額適用認定証等の更新手続きが必要となります。
　認定証を利用される方は、あらかじめ限度額適用認定証の交付の申請をしてください。

更新手続きに必要なもの
●那覇市国民健康保険被保険者証　
●国保の世帯主の印鑑
●課税・非課税（所得の記載のある）証明書の提出が必要な場合有り。

○国民健康保険特定疾病療養受療証の更新手続きについて　　
毎年8月に国民健康保険特定疾病療養受療証の更新手続きが必要です。
� �������������������������������������������������������

　人工透析を要する70歳未満の対象者は、毎年所得判定が必要となりますので、｢国民健康保険特定疾病療
養受療証｣には毎年７月末日の有効期限が設定されています。
　これにより毎年８月には「国民健康保険特定疾病療養受療証」の更新手続きが必要となります。

更新手続きに必要なもの
●那覇市国民健康保険被保険者証
●国保の世帯主の印鑑
●課税・非課税（所得の記載のある）証明書が必要な場合有り。
更新期間：（両方とも）８月３日（月）～８月３１日（月）土・日を除く

お問い合わせ　国保長寿医療課　�862-4262

※
画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す


